レースにあたっての審判上の諸注意
第６０回九州朝日レガッタ
今大会は、日本ボート協会競漕規則及び大会要項にもとづいてレースを運営しますが、以下のことをとくに注意してレースに臨んでください。
１　健康について
各クルーは健康管理に十分注意を払ってください。出艇後でも気分が悪い場合は、必ず最寄りの審判員またはその他の役員に申し出てください。とくに、熱中症の対策、水分の補給は十分に行ってください。
２　事故防止について
レース前の練習については、審判員や係員の目が行き届かない場合があるので、各クルーが航行ルールを守り、周囲の安全を確認し、事故の無いように十分注意してください。決められた水域以外には絶対に行かないこと。また、気象の変化や風・波等にも注意し、大会本部等から指示がある場合はこれに従ってください。その他、安全については、まず各クルー自身が十分に配慮をすることを原則としてください。
３　監視と舵手計量について
監視は行いませんが、コックスの軽量は本部テントにて行います。出漕するレースの２時間前から１時間前までに、レース時の服装（クルーで統一したユニフォームおよび服装であること）をして、来てください。
舵手の計量は毎日、出漕する最初のレースの２時間前から１時間前に監視所（舵手計量所）で行います。１日目の監視および毎日の舵手計量において、規定の時間を過ぎると出漕できませんから、時間を厳守してください。また、この件に関する呼び出し放送は行いませんので、各クルーとも十分に注意しておいてください。
４　発艇員の呼び込みについて
前のレースが100ｍを通過すると発艇員は次レースのクルーを呼び込みます。その呼び込みを受けて指示されたレーンに速やかに進入してください。
５　発艇定刻の厳守について
出漕クルーは発艇定刻２分前までに所定の発艇位置（ステッキボート）に着かなければなりません。艇の故障等で発艇定刻に間に合わない、あるいはその恐れのある場合は、必ず最寄りの審判員に申し出て指示を受けるようにしてください。許可無く発艇定刻に遅れた場合、そのクルーを待つことなく発艇します。その際、そのクルーの扱いは失格となります。
６　発艇について
　発艇定刻２分前になったら、いつでも発艇できるように準備をしておいてください。風波等の状況によりクイックスタートで発艇する場合もあります。なお、スタート直後、他レーンを侵害したり、他艇を妨害しそうなクルーがある場合は、主審以外にも発艇員が注意のために当該クルー名を呼ぶことがあります。
７　スタート直後の故障について
スタートしてから100m以内の艇の故障及びオールの破損等について再レースをします。この際、漕手または舵手が明瞭に手を挙げて主審にアピールしてください。アピールがあれば、即座にレースを中止します。また主審の判断でレースを止める場合もあります。ただし、クルーからのアピールでレースを止めた際、その原因が個人の技術の未熟さ（オールが切れ込む、シートが外れる等）により起こったものと判明したときは、認められませんから、当該クルーは除外とします。
８　レース中の注意について
すべてのクルーは、自己のレーンを進行し他のレーンを侵害したり、他艇を妨害してはなりません。レース中、主審が接触・衝突等の危険を予見した場合、そのクルーに対し、白旗を掲げ、「○○止まれ！」等のコールをして、当該クルーのみ競漕を一時中止させることがあります。危険を回避した後、再び競漕に復帰してください。また、主審艇が先行クルーの監視のため、やむを得ず遅れたクルーを追い越すことがあります。この場合、追い越されたクルーは波をかぶることもありますが、容赦してください。
９　警告とその取扱いについて
2度の警告を受けると除外となります。なお、下記の事項は警告の対象となり、これら警告については大会期間中、継続することとします。
ア
大会期間中の航行ルールを守らなかったとき（やむを得ない場合を除く）
イ　回漕中にレースの100ｍ手前で停止しなかったとき
ウ　発艇定刻の２分前までに発艇位置に着かなかったとき（事前に申し出た場合を除く）
　エ　審判員の指示に従うことを拒否、あるいは暴力的発言、侮辱的態度があったとき
これらの警告の上に何らかの２度めの警告を受ければ、その時点で除外となります（例えば、１日目に上記の警告を受け、２日目に何らかの警告を受けると、その時点で除外）。
10　レース中の選手の落水について
シングルスカル選手がレース中に落水した場合、自力ですみやかに乗艇して決勝線を通過すれば着順を認めます。ただし、自力での乗艇に手間取り、次のレースの発艇に支障をきたしたり、また安全上の問題があると、審判員が判断したときには救助します。この場合、途中棄権となります。落水時にストレッチャーから足が抜けず、危険な状況も想定されますので、ヒールロープを結んでおくこと、靴ひもを締めすぎないことに注意して下さい。
11　レース終了後について
決勝線を通過したクルーは、主審が旗を揚げるまでゴール付近で待機すること。レースに対する異議がある場合は、主審が旗を揚げる前に手を挙げて主審に申し出ること。
主審から白旗が揚がった場合はレース成立を意味するのでそのまま帰艇桟橋に戻ってください。しかし赤旗が揚がった場合はそのレースに何らかの問題があったことを示すものですから、その場にとどまって主審の指示を待つようにしてください。
12　諸届けの提出について
棄権・ブレードの不統一届け等の手続きは、レース１時間前までに競漕委員会（本部テント）に申し出てください。なお、シート変更については届け出は必要ありません。
